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 平成 22 年度は、「医療費の分析」テーマについて、2 つの研究課題に取り組んだ。 

 第一に地域医療の格差に関する研究である。医療費の決定要因として、地域における医

療需給システムのあり方は、大きな影響を及ぼす。地域医療の需給システムにおいて、公

立病院の果たす役割は大きく、公立病院の理論的・実証的分析は不可欠である。 

 第二に医療制度改革のシュミレーション分析である。社会経済の変化を背景として今日、

日本の医療制度は改革を余儀なくされているが、改革がどの様な効果を持つのか、検証す

る必要がある。 

 

１．地域医療の格差に関する研究 

 

本研究では、近年の公立病院改革の現状に鑑み、地域医療における公立病院の役割を再

検討し、近年の公立病院に対する政策措置について検討した。理論的には、サービス提供

が自然独占の産業構造になっている場合、外部性が存在する場合、公共財を供給する場合

に、公立病院の存在意義があると考えられる。その一方で、これらのサービスを供給する

上で、公立病院が供給しなければならない必然性があるわけではなく、その組織形態、規

制のあり方についてさらなる検討が必要であると考えられる。近年の公立病院改革は、「公

立病院改革ガイドライン」の策定およびその下での「公立病院改革プラン」の作成により

本格化しているが、まだ改革の途上にある。 

本研究では、改革にあたり留意するべき点についても指摘した。第一に、目的を達成す

るための公立病院の組織形態について検討する必要があるが、その中で、公立病院が目的

に向かって業務を行い達成しているかどうかをチェックする機能も重視するべきである。

第二に、費用償還のあり方について、経営の効率性、社会的厚生を重視した価格設定、費

用償還方式を考えるべきである。第三に、公立病院の果たす役割、目的を地域医療の中で

明示的に位置づけ、それに向けた分業を政策的に実現するべきである。 

地方財政、国の財政の悪化を背景に、今日、医療における公、国、地方公共団体の役割

について再検討する時期が来ているように思われる。公立病院改革の議論、およびそれに
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伴う施策の遂行の過程で、住民をはじめ、関係者が医療のことを真剣に考え、人々に幸福

をもたらす医療制度が構築されることを願ってやまない。 

 

２．医療制度改革のシュミレーション分析 

 医療制度改革のもたらす効果を、国際比較の視点も入れて行った。 
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